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は じめ に
昨年 の年頭辺りか ら企業 ま首脳の 発言が目だ っ て 変わり はじめ たo 例え ば, 年頭の あい
さ つ で は , 会社の経営や経済の 見通 し, 社会 の動きだ けで はなく, 環境に触れた 内容が多
くな っ てきた . ア ラ ス カ州 の沖合で 1989年の 春 , エ ク ソ ン社 の大型タ ン カ ー , パ ル デ ィ
-
ズ号が座礁し , 大量 の原油が 流れ出た事故をき っ かけに , 米国 の民間組織 r環境に責任 を
持つ 経済の ため の連合 くCE R ESうJ が生物圏の保護, 天然資源の 特続的な活用, 廃棄物処
理など, 10項目の 原則に照 らして , 環境 へ の企業の姿勢を評定する企業の 環境対策を監視
する社会拭体が出現した こ ともあるが , 米英をはじめ r環境主義Jと いう経営理念が定着,
重視され る ように なり , 地球時代 を走 る日本の 企業にも, 環境問題を大切な課題とす る認
識が出て きた か らである o そ れが首脳 の演説 に示された の である Q
そ し てま た, 昨年か ら は, 市民拭休を中心に した4月中旬から5月にかけて の ア
ー ス デ ー
く地球のEり の 催 しに , 企業 の参加が目立 っ てきた o 行事 - の 資金提供だけで なく, 消費
者グ ル ー プ と協力 して 社員の 意識改革に つ な げよう, と の 試みもみ られた o 昨年に は , 経
団連が地球環境憲章を制定 し, け郎乳 市場 , 人間J の 3 つ の キ ー ワ
ー ドを提唱した o
こ う した経済界の 環境保全問題 へ の 取り組み は, 日本を含む多国籍企業の経営者を中心
に世界各Egの 産業界の リ ー ダ ー 的50人 で組織する ト特続可能な開発に 関す る産業評議会J
が具体策の 検討を進めて い る o ま た, 環境 に配慮 した企業経営を研究 , 樟言する目的 で わ
が国で も rパ ル デ ィ - ズ研究会J が結成され て い る . 企業が生活者と対等の立場 に立 っ て
企業市民と し て 自然と共存, 共生して いく途をさぐる, 新 し い時代 の幕開けを迎えて い る o
次第 に多くの企業が地球環境室を新設し, r地球にや さ し い 商品J や rリ サ イ ク ル 商品J
づくりに乗り出して い る o い ま, 世界 の 文化 は, 地球環境 の 危機と言う面か ら変わ っ て き
て はならな い と い う認識が, 経常や営業姿勢 へ , 生活 の あり方 へ と我々 の関心を誘 っ て い
る の で ある . 企業 へ の 関心も, r特定経済目的の 実現 , 最大利潤の 獲得J と い う従来 の 考
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え方を乗り越え , 企業文化の 品格, 地域貢献 へ の積極性 , 環境に配慮 した面 へ と注がれ て
き て い る .
今年 の 6月 に , ブ ラ ジ ル で開催される国連の 環境 サ ミ ッ ト は, こ うした国際的な ト レ ン
ドをどこまで 反映 しさ らに押 し進 めた もの に なるだ ろうか o 本稿 で は , こ うした経済社会
が迎え る時代的課題 に焦点を絞 っ て 考察 した い o
1
. 地球サミ ッ トの課題
6月 の地球サ ミ ッ ト に お ける議題 として取り上げられる主要な課題 は i
ll 条件など国際取り決め
串地球温暖化防止条約 く気候変動枠組み条約1 く署名l
水生物学的多様せ い 保護条約 く署名l
米 森林保護 く合意文書1
21 地球憲章 く採択う
3l ア ジ ェ ン ダ21の 策定
41 資金供給
51技術移転
61 u NE Pな ど国連機関の 強化
があげられる o 匠地球サ ミ ッ ト . ニ ュ ー スA No .1 く1991年 3月l に 寄せ られ た r変革の た
め の 動因J くモ ー リ ス . F . ス ト ロ ン グ事務局長1 の言葉を借りる と, 上記 の 課題を果た
し得 るには , 国連と任意団体が相互 の 立場をか しあう多角的なあり方こそ望ま しい と い え
よう政府, N G Oく非政府組織l, 経済界, 労働組合, 市民 グ ル ー プ そ し て 社会全般 - - こ
れらす べ て の レ ベ ル か らの 支援が あ っ て こ そ , 地球サ ミ ッ ト はそ の 大 い な る目的を達成す
る こ とが 出来るとされて い る の で ある o
今回 の サミ ッ ト こ と r国連環境. 開発会議J は , 1 972年 ス ト ッ ク ホ ル ム で 開催 さ れた
r国連人間環境会議J に次 ぐ環境サミ ッ ト で あるが , 洩 っ か の 面 で 決定 的な違 い を持 つ こ
とになる o ス ト ッ ク ホ ル ム 会議 で は , 環境問題が初めて 国際的議題 に載 っ た会議で あ っ た
の に 対し て, 地球サ ミ ッ トは, こ れ をグ ロ ー バ ル に経済製作と政治的思想決定 の中 に据え
ようとする会議とな る と い う こ と で ある o 地球的規模 で の 統合性 を持 っ た ア プ ロ ー チ が求
め られて い るた めに, そ の 会議 にい た る準備を通 した努力が行われ て い る o
と言うの も, こ の地上の 人類社会に は, いま は氷解し っ つ あるとは い え , イ デ オ ロ ギ ー
と政治体制の 冷戦的対立の はか, 民族 軌 宗教的な対決の 磁場が至 ると ころ に表出 して お
り, 地球資源の 配分 と発展の 度合 によ る発展途上国と先進国との さまぎま な問題が累積し
て い るか らで ある o そうした開発問題 に関する討論 に 環境的要因を取り入れて い か な けれ
ばな らな い . す べ て の 国 々 が r人類共通の 未来Our Co m m o nFutu r eJ を形成す る責任と
機会をより十分か つ 公平 に分かち合 える地球規模 の新た な パ ー ト ナ ー シ ッ プ が生 まれ るか
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どうかと いう文明的な課題 と結 び付 い て い るから で ある o
今回 の会議で は, 今世紀末か ら21世紀 へ 向けて の そうした行動計画と し て ,
u
ア ジ ェ ン
ダAge nda21
,7 が 策定され , そ の 中 で数年単位, 十年単位 で 進行度を測り得る プ ロ グラ ム
を作り, 達成日棟を明確 に した目的を定め る こと に な っ て い る o これは画期的な提案で あ
り, 数年来の 地球環境時代の 経済活動の あり方を模索するキ
ー ワ ー ド と な っ て き て い る ,
い わゆ る r持続可能な発展 くsustain able dev elopm entlJ を実行 に移す政策 レ
ベ ル の青 写
真を国際社会が持 つ こと に な る. こ れ は, 文明史的に根底的な 懐 革の ため の 動因 age n
ts
of cha ngeJ と目さ れ て い る こ と で ある o
昨年 の首脳先進国サ ミ ッ ト で も, ブ ラ ジ ル で の 地球サ ミ ッ ト に 向けた課題を整理 して い
る o そ の共同声明に盛られ た こと によると,
くal 温室効果ガ ス の全 て の排出源を対象とする気候変動 に関する効果的な枠組み条約
の
締結に向けて , 全 て の 参加 臥ま具体的な戦略を策定 し実施する事を約束す
べ きである o こ
り先進国に よる活動に より, 交渉に不可欠な開発途上国及び東欧諸国の参加を促進する o
くbl あらゆ る種類の 森林の 管艶 保全及 び持続可能な開発の ため の 原則に つ い て の , 枠
組み条件 に つ な がる合意 o
と された の で ある o
地球 サミ ッ ト事務局がまとめ て い る rア ジ ェ ン ダ21J の事務局案が準備会合で 討議さ れ
て い る . そ れ は , 大気, バ イ オテク ノ ロ ジ ー , 資金調達, 技術移転な ど51の テ
ー マ に及ん
で い る o そ の 要点をか い摘ん で 紹介すると,
串 大気保全 に つ い て こ 石油 . 石炭とい っ た化石燃料 へ の依存を減らすo
エ ネ ル ギ ー 転換
と エ ネ ル ギ ー 多消費型の ライ フ ス タイ ル の 変更 o
串 森林 こ植林, 森林再生に資金 を提供する世界的資金 メ カ ニ ズ ム の創設 o 2010年ま で に
年間植林面積が12百万haに なる目標を設定する o
木材 , 木材製品の す べ て を, 2000年ま で に特続可能な方法で 管理さ れた森林に基づ く
もの にする o
水 生物学的多様性の保全 こ2000年ま で に生物資源の基礎評価を行うた め世界規模の 調査
を実施 o
自然保護地域 を2010年ま で に は世界の 陸地の10%, 海岸線の20%にする o
ホ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 分野 ニ バ イ ノ テ ク ノ ロ ジ ー 利用 に よる環境悪化の 防止 o 未知 の 生
物が環境 に放 出されない よう に , 世界的な統
一 利用安全基準の作成o
2000年ま で に動物, 植物 の 生産を25%向上する o
食糧 , 飼料生産に関 し て農薬 へ の 依存を2000年ま で に25% 減らすo
ホ 海洋 こ 今後十年間で , 公海資源の 完全な特続的な利用 を達成 o
各国 は海洋性は乳類の保護と , 資源 の利用の 協調の た め特別な合意を行う o 流 し網 な
ど資源を根 こ そ ぎにする恐れを持たれ て い る漁法と漁業の禁止を含み得る o
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2010年ま で に沿岸 ,海岸保護水域の 世界 シ ス テ ム を っ く る o
韓 廃棄物 こ 先進国 は2000年 ま で に , そ の 他 の 国は2020年 ま で に国民 一 人当た りの 廃棄物
の 量を安定化 くそ れ以上増や さな い1 する .
2020年ま で に す べ て の 国は廃棄物 の三 分の - を リ サ イク ル する o
串 ア ジ ェ ン ダ21資金新財源の 創設 二途上国に 対す る債務の 軽減 , 地球切手 の発行 , 海洋
や大気 など国際公共財の 利用料徴収 環境税 などを エ ネ ル ギ ー 使用料 く価格l か ら 一 部
回収, 化石燃料と原子力利用 へ の 課税な ど く原子力 エ ネ ル ギ ー 使用 へ の課税理由 こ 原子
力 エ ネ ル ギ ー は温室効果 ガス を放出しな い もの の , 環境 に 与え る影響 と危険 が大 きく,
巨額の 財政支出を伴うl.
発展途上国 へ の援助資金確保の た め に 先進国 などの 防衛費の 削減や世界銀行 の地球環
境基金の拡充が検討 される ことにな っ た .
串 環境保全に関連技術の 途上国な ど へ の 移転の ため , 国際的な情報 ネ ッ ト ワ ー ク を構築o
な お, 環境政策が国際経済 に規制的な作用をおよ ぼさない ように , ガ ッ ド な ど の 国際機
関は , 環境規制の 違い に よ る生産 コ ス ト の差 を補助金, 貿易措置 で補正 しな い こ と , 環
境規制を保護主義 の 手段と しな い こ と , 環境目的の た め の 貿易制限は グ ロ ー バ ル な枠組
み で扱うよう求め て い る o
ア ジ ェ ン タ21 に は法的拘束力 はない が , 地球 サ ミ ッ ト参加国の 政治的な公約 と し て作成
す る文書で あるo エ ネ ル ギ ー 多消費社会の 先進国に は厳 し い 内容で ある o
1 . 2 . サ ミ ッ ト へ の緯由
昨年の 先進国首脳 サミ ッ ト で は, 来る地球サ ミ ッ ト と の 関連 で, 以下 の こ とを促進する
よう努め るとされた o
くal 開発途上国に よ る環境問題 へ の 取り組 みを助けるた め の 資金 の動員 o 地球環境 フ ァ
シ リ テ ィ くG EFl の 利用 . G EFが , 開発途上国が新たな環境条件の 下 で そ の 義務を果たす
こ とを手助けする包括的な資金供給メ カ ニ ズ ム に なり得 るようにする o
くbl商業的メ カ ニ ズ ム を活用 した , 環境面 で有益 な技術の 開発途上国 へ の 一 層 の 普及の
促進 o
くcl 地域的な海域 を含む海洋に対する包括的な取り組み o 海洋 の 環境的及び経済的重要
性か ら, 海洋が保護さ れた特続的に 管理 されな けれ ばな らな い こ と o
くdl特 に シ ェ ナ . フ ォ ー ラ ム の 成果を活用 した, 環境 に 関す る国際法策定の 進展 o
くel 今後十年における国連環境計画 くuNE Pl を含む環境 に関係する国際機関の 強化 o
な お , 締結される予定の 諸条件や協定の 一 つ に , 生物学的多様性 に関する枠組み 条件が
ある o 特に, 種 の豊富な地域に おける生態系の 保護 に焦点 が当て られて い る .
熱帯雨林の 破壊 に関 して も, 国際社会は懸念 を有 して い る. ブ ラ ジ ル政府 は , 一 昨年 の
ヒ ュ ー ス ト ン . サ ミ ッ トを受けて , 世界銀行及びEC委員会 と の 協議 の うえ , ブ ラ ジ ル 熱
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帯雨林保全の た め の試験プ ロ グラ ム の 策定作業を進め て い るが , 経済的, 技術的, 社会的
問題に十分な注意を払い なが らも, 適切な政策 の枠組み の中で , 世界銀行の支援の下で い っ
そう緊急な作業 を進め る ことが要請され て い る o
ま た , 昨春突発した湾岸に おける油井の炎上と海洋汚染に よる環境急援助の た め の 試験
セ ン タ ー が設立された o
乱獲そ の他の 有害な慣行に より脅威にさ らされ て い る海洋生物資源に つ い ても, 国際法
に したが っ た措置の実施 により保護 される べ き効果的な監視と実施措置を通じた, 開放汚
染の 規制及 び地域漁業機関に よ る制度の 樹立とその協定の 順守も求められて い る o
さ ら に , 環境科学 . 技術面 の協力に お い て も,
一 層 の努力が要論され て い る項目があるo
くal宇宙衛生 に よる監視及び海洋観測を含む, 地球の 気候 に関する科学的調査 へ , 開発
途上国を含む全て の参画が必要 o 地球観測デ
ー タ の利用者向け情報サ ー ビ ス にお い て は ,
ヒ ュ ー ス ト ン . サ ミ ッ ト以降の 進展が日ざましい o
くbl 革新的技術計画の 提案を含む, エ ネ ル ギ ー . 環境技術の開発と普及 o
くcl地域的な海域を含む海洋に対する包括的取り組み o 海洋 の 環境的及び経済的重要性
は, 海洋が保護 された特続的 に管理されなければな らない ことを意味する o
くdl特に シ ュ ナ . フ ォ ー ラ ム の 成果を活用 した, 環境 に関する国際法策定の進展 o
くel 今後十年における国連環境計画 くU NE Pう を含む環境に関係する国際機関の 強化 o
昨年8月に ジ ュ ネ - ヴで 開催 された第3匡博備会議におい て は, 地球環境保全にか ん す
る財源の 確保 の 問題に つ い て も本格的に検討をは じめた o そ こ で は, 国家を納税者 とす る
rエ ネ ル ギ ー 消費税J とか r海洋 . 大気 の 利用税J とい っ た , 極めて 革命的か つ 広範 な提
案が出さ れた o こ の 税 の創設目的は , 地球規模で の環境を保護するために は膨大な財源が
必要となるとい う認識 に基づき, く1偶 発途上国などの自然破壊を放置して おくと今後加速
度的に保護 に必要とな る経費がかか る こ とになる の で , 早急に対策資金を確保 して対策 に
乗り出す べ き であり, そ の ため の負担 を先進国がする ことo く2滞事や大規模農業 , 工業化
開発など によ る環境破壊の 程度 に従 っ て , 成分 の 環境保護の 負担をす べ き こ とo C31先進国
に対 して 負担義務を負わせて , そ の 産業構造の 改善な どを加速させ るため , な どで ある o
財源調達の 方法 く税 の形式l は, 各国単位を納税者と し て地球に対する納税義務を負わ
せると い う画期的なもの o い ま , 国際社会で提案され て い る公害税案の なか から , い く つ
か代表的なもの を例示する o
韓 国際公共財利用税
海洋 . 大気 . 苧環空間な ど の 公共的環境を開発 . 利用する際に発生する納税義務 o
漁業 . 交通 く船舶, 航空機う . 海底資源利用などを対象 とす るo
串 非再生 エ ネ ル ギ ー 税
以前か ら検討されて きた石油 . 石炭などの化石燃料に対する r炭素 削 の 他 , 今回 ,
原子力を新 たに課税対象と した r非再生 エ ネ ル ギ ー 税J が提案さ れて い る . これ は t 原
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子力が環境に与え る悪影響を算定すると , 二 酸化炭素 を生す る化石燃料などと区別する
実益に乏し い と考え られ た ため で ある o
これらの r国家 へ の 課税J の 考え方は , こ れ ま で の 国際法の通念か らは, 国家主権と対
立するた め に , r もはや そん な状況 で はな いJ とい う認識 に基づく もの で ある o
こ れらの提案の いず れか がど の程度実現可能性があるか が問われて い る の で あるが , 大
気汚染問題を解決す るため に考 えられた新しい ア プ ロ ー チ で の 合意 に達 し, U S A環境保護
局 tE P Al . 石油精製業界 . 環境保護団体が合意文書に基本調印 した . そ の 合意内容は,
こりま で 石油精製業界が出費を余儀なく されて きた膨大な応訴費用分杏, 環境保護団体が
訴訟を押さえ る こと に よ っ て 節約に 協力, 浮 い た分を環境保護に ま わす , と い うもの で ,
当面 , 1995年1月ま で に , ガ ソ リ ン自体の低公害化を促進する o
すなわち, く1Iス モ ッ グの 原因とな る揮発生有機化合物 を15% 減少, ほ1発ガ ン 性が 認め ら
れて い る ベ ン ゼ ン な ど の物質を15% 減少, く31更に 一 酸化炭素の 発生 を抑 え るため に ガ ソ リ
ン 自体を過酸素化処理する , と い うもの o
u sA では , 石油業界 と環境保護団体が相互に激 しく応酬しあ っ て きた が, 今回 の 合意に
関して EP A当局筋 は, r歴史的にみ ても っ とも費用対効果が高い環境対策で あるJ と し て
い るも の の , まだ欧州諸国と の受 け止 め方 に開きが縮ま っ て い な い o 例 え ば, ドイ ツ は
2010年ま でにC O 2削減目標を25% と設定 して い るが , ア メ リ カ は現在 , 削減 の 目標 の 決定
を依然引き延ばしたまま である o ア メ リカを除い た先進国で は, 2000年ま で に1990年水準
にす ると い う大感盲の 一 致 がある o く発展途上国 で は, 先進国 の 汚染者茸任 の 原則か ら,
一 人当たりの C O 2排出量, 削減目標 の r安定化 硝TJ減I Jとい う線を主張して い るl
しか し, カ リ フ ォ ル ニ ア 州 で は, 州内 で販売す る車両の 一 定割合を, 無排気車両 とする
ことを1998年か ら義務 づ ける こ とに して い る o こ の 決定 は, 1998年まで に 2% で ス タ ー ト
するが, そ の 後2001年まで に5%, 2003年ま で に は10% と, 加速度的に 厳しく して い く o
同州は , 以前にも, ガ ソリ ン 自動車の 排気 ガス規制で世界の先鞭を っ けた こ とがあり , 今
後ア メ リ カ国内の世論にどの ような影響を及ぼ し て い くか は注目 して おきた い o 今回 は ,
r無排気車両J とい う極 めて厳しい 定義 で行われもの であ るだけ, そ の 結果が注目されるo
2 . 地球サミ ッ トの政策課題
2. 1 . 経済社会に求められる課題
経済社会の発展は , ときに そ の 影 の 側面と し て 自然と社会環境の 破壊を伴うとい うこ と
が確認されたとすれば, 限りある地球上の 自然環境を保護 し , 経済社会の 発展を長期的に
特続可能 なもの と し て い く こ とが , 現在世界的 に求め られ て い る政策課題の 一 つ と な っ て
い る o
地球 サ ミ ッ ト を控 え て , 世界的に 環境問題に 対す る関心が高ま るなか, 経済運営 の 面で
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ち, 環境 の 変化 を反映す る指標を反映し, 地球環境保全に 配慮 しながら, 持続可能な経済
成長の 概念を取り入れ る こ と の重要性が弓轟く認識され てき て い る o
国民経済 の面 で は, 国民総生産 くGNPl や国民資産残高など に より,
一 国 の 経済を包括
的に とらえ るS NA の代表として r環境勘定J を構築する研究が, 経済協力開発機梼 CoEC Dl
や国連を中心に現在精力的に進め られて い る . そ の成果 は1993年に国連が各国に勧告す る
改訂SN A のなか に盛り込まれる こ とに な っ て い る o わが国で も, 国立環境研究所で , そ う
した社会指標 と経済指標の 統合 の研究が進め られて い る o
国連 の 改訂SN Aに お い て は , 従来の 体系 く主体系l にいく つ か の概念変更が盛り込まれ
る予定で , r環境J の 取り扱い に つ い て は , 主体系に手を加え るの で はなく, 主体系と は
別に rサ テ ライ ト勘定J の - つ として取り上げる事で , 各国 の合意がすで に得られてい る o
環境勘定の 狙い は, 生産, 支出, な どの経済活動の 中か ら環境関連 の もの を分離して 記
録して, 環境 の 悪化や天然資源の 枯渇を貨幣評価 し, ス ト ッ ク と して の 自然環境の 変動 を
とらえ, 自然環境を考慮 した r持続可能 なGDPJ な どの概念を導き出す こと で ある o そ こ
で は , 廃棄物処理や資源リサイ ク リ ン グなど, 政府 や企業な どの 行う外部経済的な環境保
護活動とか , 農作物の生産や 家畜の 飼育な ど, r 人為的 に管理された生物的資源J を扱う
活動に つ い て も, 環境に プ ラ ス とな る経済活動を, 産業連関表の新た な部門として分離
.
独立させて , 通常 の財と サ ー ビ ス の取引と同様 に, 投入 . 産出 の流れ に記録 しようと い う
の で あるo
こうした こ とは , 企業経営 の会計 シ ス テ ム にも変革を促すだ ろう o こ れま で
一 方 , 企業
が生産過で 発生させ た汚染物を識別 して こな か っ た が , こ れに つ い て も, 分離して 記録す
るこ とが検討 されて い くだろう o
とりわけ, 自然資源と環境 の 評価に関して 石油 . 石炭 の枯渇に代表 され る r 自然資産J
の量的変化 の測定と , r自然生産環境J の質的変化の 測定の 両者を対象とする こ と が検討
されて い くだろう . これまで は市場で の価格形成と は疎遠 である これらの自然環境を, い
かなる手法で 貨幣評価するの かが重要な問題とな るo
現在考え られて い る方法 とし は幾 っ かがあるが, く1憤 然環境の 悪化を回避また は回復に
必要とな る コ ス トを用い て 評価する方法, t2周境保護の た め に 人 々が すすん で支払お うと
する額によ っ て評価する方法 , ほ偶 然環境の悪化を通じて 人々 が現実に 受けた損失の 大き
さに よ っ て評価する方法-などが挙げられ て い る o
特続可能な発展 に相応するくGD P概念ンが打ち立て ら れ て い くだ ろ う o 従来 の G D Pか
ら, r環境保護目的の最終垂需要J 及び大気汚染など の r 自然環境の悪化分J が 差 し引く
という ことが会計に持 ち込まれて , 損益計算の 勘定項目の改変は避 けられまい o
付加価値の増加と自然環境 の悪化は必ずしも同額とは限らな い が , 現実 の景気循環 に お
い て , 景気拡大に 伴 っ て ゴ ミ の 量が増えたり, 大気汚染が拡大したりする こ とが指摘さ れ
て い る o
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環境 を保全 しな がら, 経済成長を達成するた め に , 持続可能なGD Pは新た に 重要な桔梗
と して位置づ けられ る ことが期待され て い る Q 柴田武男 は , r企業社会は地球環境を守れ
るかJ とい う雑誌論文で , r社会的責任投資J とい う考え方に基づく行動例を推奨 して い
る o ア メ リ カに は rモ ラ ル . フ ァ ン ドJ がある o 経済社会の 発展 は, とき に そ の 影 の側面
と して自然環境の 破壊 を伴 う o 限り ある地球上の 自然環境を保護 し, 経済社会の 発展を長
期に特続可能なもの と して い く こ とが , 現在世界的 な政策課題 の
一 つ とな っ て い るo
環境醜題に対す る関心が高まるなか , 経済統計の 分野 で も, 環境 の 変化を反映す る桔梗
を開発 し, 地球環境保全 に配慮 しなが ら, 持続可能な経済 の概念を取り入れ る こ と の重要
性が強く認識されて い る o 特に, 国民総生産 くG NPl や国民資産残高などに より ,
一 国 の
経済 を包括的に とらえ るS N Aの 代表と し て r環境勘定J を構築する研究が , 経済協力開発
機構 くO E CDl や国連を中心 に現在精力的にすすめ られて い る o そ の 成果 は1 993年に国連
が各国に勧告する改訂S N Aの なか に盛り込まれる こと にな っ て い る o 国連 の改訂SN Aにお
い て は , 従来の 体系 く主体系l にい く つ か の概念変更が盛り込まれ る予定 で あ るが , r環
境J の取り扱い に つ い て は , 主体系に 手を加 える の で はなく , 主体系と は別に rサ テ ラ イ
ト勘定J の 一 つ と し て取り上 げる事で , 各国 の 合意がす で に得 られて い る o
従来の経済統計, 経営勘定計算に, 環境とか倫理 とい っ た勘定項目が, サ テ ラ イ ト と し
て で はあれ加 え られ て来 るようにな る の は, 避けられない . 資本主義の も っ とも核心をな
して い る金融信用 シ ス テ ム にお い て も変化を告げる兆 しが現れて い る o r どん な に 高収入
が見込まれて も, 自己 の倫理に反す るような企業活動に対して は投資しな い こ とを旨とす
るJ 投資信託 で ある o r現在全米で も僅か九 っ 程度 フ ァ ン ドしかないJ が, r必 ずしも投
資パ フ ォ ー マ ン ス は悪くない状況J だと指摘されて い る Q
そ うした動きは, 日本で も育ち っ っ あるo ダイ エ ー フ ァ イ ナ ン ス が rエ コ ロ ジ
ー カ ー ドJ
をサ ポ ー ト して い るな どの 動きが出てきて い る の で ある o r自己の 資金は自己の 論理 で管
理す るとい う発想J にた っ て , r市民の 論理を寄せ付けな い か に見え る強固な企業経済体
制が大きく変革する可能性J がある o r自己肥大化 して バ ブ ル暴走を始め た 日本の 企業経
済体制を, 軌道修正す る 一 つ の 道J と し て , 社会的賓任投資の考え方に , 深 い 意義が 寄せ
られてい る o だが, また し て も問題は , そうした考え方をどうや っ て 育 て るか に帰着する
だろうo こ れ は企業の 行動 と シ ス テ ム の あり方 へ の 問 い社会基盤 の と こ ろ で つ な が っ て い
る o
環境保護 は行政 . 企業 . 市民が三 者 一 体 とな っ た行動が必要だが, 現段階で はそれぞれ
が独自の方向とビ ジ ョ ン で活動 し て い る の が実情 で ある o そうした中で , 最近 , 企業 が環
境対策室を設置 し はじめ て い るが , そうし 七環境保護 へ の関わりの
一 つ と し て , 環境保護
基金を設立する動きが注目されようo 数列をあげれば, 宝酒造が設立した公益信託 rT AK ARA
ハ ー モ ニ ス ト フ ァ ン ドJ, サ ン ト リ ー の 卜世界愛鳥基金J 積立て 利子の 保護活動支援金割
り当て, イ オ ン グ ル ー プ く旧 ジ ャ ス コ グ ル ー プl の 各グ ル
ー プ が利益の 1% ずっ を拠出し
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た rイ オ ン グ ル ー プ環境財団J, 日野自動車工業が地域の 緑化均体を助成する r日野自動
車 グル ー プ フ ァ ン ドJ, イ ト ー ヨ ー カ ドの rイ ト
ー ヨ ー カ ド グ ル ー プ地球環境記念基金J
な ど, 切 りがな い o
地球規模の環境問題 に対する危機が高 ま っ て い るなか で , 企業 の あり方や経済人の 行動
や ライ フ ス タイ ル ま で 問 い 直され始め て い るかも しれな い o 90年11月 に大統領が署名し た
ア メ リカ新大気浄化法の制定 は , 企業 の環境 コ ス ト を経済倫理と して 経済界が取り入れな
けれ ばな らなくな っ た大きな契機で あると言われて い る o ア メ リカ産業はいま構造不況に
悩まされ て い るが , そ の 一 端 は, 環境政策的な因子 に も寄 ると されて い る o ア メ リ カ 中西
部の 火力発電所で は, ばく大 な投資を必要とする脱硫装置を入れな い限り, 燃料を国内炭
から低硫黄の 輸入炭などに切り替え ざるを得なくなり , そ の 結果だ けで , 約 1万5000人の
炭鉱労働者が失業する , と見られ て い る o 同法 は, 環境基準をク リ ア で きな い企業の 倒産
や , 事業縮小を想定 し, 失職者に は再就職 の ため の職業訓練と給付金の支給を織り込ん で
い るo r 成長より環境 , 雇用より健康を優先させたJ の で ある o ブ ッ シ ュ 大統領は , 票 に
もな らな い こ うした施策をあえ て行 っ た の で あるが , こ の 法律制定を促した の は, 89年 3
月 , 米国 の ア ラ ス カ沖 で 大手石油会社 エ ク ソ ン の 大型タ ン カ ー rパ ル デ ィ - ズ号J が 起 こ
した原油流出事故で あ っ た o
エ ク ソ ン は浄化費用や損害賠償 に25億 ド ル く約3400億円1 を支出したが, 環境保護団体
か らは , 事故後の 対応の 遅さを厳 しく批判され, 巨額な負担以上に エ ク ソ ン の企業イ メ ー
ジを大きく傷 つ けた o こ の事故から半年後の 同年9月, ボ ス ト ン に本部の ある r環境に 茸
任を持つ 経済の た め の連合 くCE RESI Jが トバ ル デ ィ ー ズ原則J と呼ばれる企業倫理綱領
を発表した o C ER ES は,環境保護団体の シ エ ラ ク ラ ブや , ニ ュ
ー ヨ ー ク市, カ ル フ ォ ル ニ
ア州政府な どの厚生年金基金 , 投資信託会社な ど参加す る団体で , 会員数1000万人, 運用
資金1500億 ド ル く約20兆円う を誇 る o 企業 の 守る べ き10項目 の 環境 対策倫理綱領を示 し ,
対米進出するわが国の 企業にも対応を迫 られ て い る o 京 セ ラ は, 米国の 電子部品製造会社
を買収 したが , 買収以前に 工場用地で 起きて い たP CB汚染野責任を問わ れ , 90年9月 , 政
府と マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州に6600万 ド ル の 賠償金を支払うこ と に な っ た o 包括的環境対処補
償茸任 くス ー パ ー フ ァ ン ド法l が , 土地や企業を買収した企業にも土地浄化の連帯責任 を
負わせ て い る o
日本 で も90年 に 5月に 結成さ れた rパ ル デ ィ - ズ研究会J と名乗る グ ル
ー プ は会 の 目的
に 卜市民と企業 の共同作業に よ っ て , 地球環境 へ の負荷が最小に なる ような企業経営の メ
カ ニ ズ ム を研究 , 提言するJ こ とを唱 っ て い るo
2 . 2 わが国の基本姿勢
昨年夏 , 通産省は , 開発途上国に 対する援助の ひと つ と し て , 環境保護の ため の 技術支
援な どを, 1992年度か ら 一 つ の 柱 と して いく方向を打ち出した o 開発途上国の 工業 は , 環
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墳問題対策な どが重視されない ことが多く , 来る地球サ ミ ッ ト の 合意形成の た めに も, ま
た今後の地球規模 の環境保全を左右する重大な汚染源 とな る可能性が ある開発途上国に お
ける環境保護対策 へ の 国際貢献が急がれ て い る o
現在 は, 開発途上国の 炭酸 ガ ス 排 出総量は , 世界総排出量の 2割を占めて
い る に とどま っ
て い るが , こ れらの 国 の 今後の開発進展 . 人口増加 などを考え る と, 2050年頓に は 4倍程
度に達す るもの と試算されて い る o そ の 結鼠 世界 の炭酸 ガ ス 排出総量 は現在
の 2倍 に 達
し, ますます温室化な どの 弊害が激しくなるもの と思われて い る o とりわけ低品位炭
が多
く利用さ れ , 硫黄酸化物 の排 出が問題 とな っ て い る ボイ ラ
ー の 分野 で , 脱硫対策 へ の 思 い
切 っ た支援が 必要で あ る こ とが明か に な っ た o こ れら の 援助 は政府開発援助
O DAな どと
もリ ン ク して実施 させ て い く必要が あるo し かし,そ うした発展途上国は , r経済発展
の 権
剛 を留保して い るo 昨年暮 , ジ ュ ネ
- プ で開か れた地球温暖化防止条約の第4凧交渉で
ら, 開発途上国は 一 致 し て , 先進国サイ ドが求め る 個 家戟略条項 の 作成J と
い う線に は
r 内政干渉 であるJ と して反対 して い る o
さ て, こ れか らの 海外 に おける 日本企業 の活動 は, 政府開発援助 くo D Al な どとあわ
せ
て熱帯雨林 の保全に関与 して い く こ とが要請されて い
-
る o U N CED の rガイ ド ライ ンJ に
ょれば, 偶 に重要 な こと は, 環境と開発の 国の レ
ベ ル の問題で , 地域や地球 レ ベ ル で の
国際的な状況 に影響 を与え, また は与えられ て い る分野を特定する こ とJ と
の 指示が与え
られて い る o
ゎが国の世界熱帯広葉樹丸太生産 へ の 資源依存 は高く く52%を日本が輸入し, 特に サ ラ
ヮ ク . サ バ 州を中心 とする マ レ ー シ ア にそ の うちの 9割を依存l, 自 ら提 唱 した 憎 界森
林憲章の 実効が急がれて い る o これか らは, 国際世論からも, ま たわ
が国の N G O からの 要
請と して も, OD A事業 へ の 事前環境評価制庶の 導入す るこ とは 一 昨年 の 通常国会参議院本
会議 で は ア ピ ー ル rEl本の 企業とO DA の実施にお ける環境配慮 の 酎ヒJ が 採択
さ れて い
るように, 今後の 政府援助施行 にあたり, 避けて通れなく な っ て き て い るo
ゎが国の 人口 は, 1990年から2000年迄にか けて 5, 6% の 人口増が見込ま
れ て お り , こ
の 人口増によ る資源 へ の需要胤 その 結果として のC O2総排出量 は, 1990年 レ
ベ ル で安定
化した ケ ー ス で も, 1990年 レ ベ ル の 5, 6% も増加する ことに な る o C O 2
の 固定化等 の技
術革新とあわせ て , エ ネ ル ギ ー 効率 の 改嵐 再生可能エ ネ ル ギ
ー の 組み合せ な ど の 抜本的
な エ ネ ル ギ ー 技術開発が求め られて い る o
い まわが国は, 地球環境をどこま で擁護で きるか と い う ス タ ン ス が , 国際社会
の 中 で 問
ゎれて おり, そ の 持て る技術, 資金, 人材 へ の期待が大きく寄せ られて い るo 折
に , 6月
の 地球サ ミ ッ ト に向け, 地球環境問題に関する議論が , 経済成長と環境保護
との調和 の 方
法をめ ぐ っ て , 先進国と開発途上国との 臥 欧州とア メ リカ と の 間 で
の 意見 のく い違 い ら
目立 っ て き て い る . ニ ュ ー ヨ
- ク で の 交渉会議で は, 米国が目榛設定 の討議 に参加 し , 節
向きな姿勢を示 したもの の , r地球温暖化対策計画を見直すJ と述
べ た に と どま り, 先進
164
地球 時代の 経済環境
国がまとめ た意見も r2000年 ま で に安定 仙 と 頂 施可能な限り早朝にJ
の両論併記とな っ
た o
他方で , 発展途上国グ ル
ー プ は rまず先進国の 意思統 一 が重要先決課 凱 との 声明を出
して こ れま で の地球温暖化は産業革命以降二酸化炭素を排出して きた先進国の責任だとし,
その 補償として 新たな基金の 創設 など条約に 盛り込むように主張して い るo
日本企業との か かわりが深い ア ジア 地域の 環境問題に対 して の関わりは大きな意味を持っ
て い る o 新興工業経済郡 くN IESl や 中国で は, 経済成長 に伴 い , 都市
. 産業公害が深刻 に
な っ てき て おり , 公害訴訟が頻発して い る o しか し他方で は, 他 の途上国で は貧困と人口
圧力を背景 に森林減少, 土壌流出な ど自然
. 生活環境が悪化, 一 次産品の輸出 く資源 の 乱
郎 に依存した外貨獲得 に走 - て い る . 体制の 崩壊の さ中, 市域経済を指向する
シ ベ リ ア
開発 へ の 支援も要請さ れて い て , そう した地域
へ の進出企業が環境対策 に取り組むガイ ド
ライ ン 作りが急がれようo 環境を軽視する企業 はア ジ ア で や っ て い けな い , と い う
ス タ ン
ス で 臨む必要が あるだ ろう o 工場設計の 段階か ら, 公害防止
. 廃棄物処理を念願におい て
いく べ き で , 企業活動を環境と対立的に考え る時代が終わ っ た と い う認識に 立たねばな ら
な い o 日本か らの 有害廃棄物の 輸出な ど は問題外で あるo 国境を超えた環境保全プ ラ ン を
東ア ジ ア の地域 レ ベ ル で講じる時期にきて い る o
中国は こ の 4月 に地球環境保護をテ
ー マ に先進国と途上国を集めた r上海国際環境会議J
く仮称l を上海 で開催する o 先進国の 環境破壊の賓任を指摘 した昨年6月 の北京国際環境
会議に続いて , 中国が進め られる本格的な環境会議 で, 先進 国も招き, 頂 北対話の 場
を提供するの が狙いJ とされ て い るo
地球環境保護 の取り組み で , 途上国の 自然保護 に関する情報を入手 し, 環境面の 国際貢
献に役立て る ため に, 経既達 で も世界の環境関連非政府組織 くN GOl と協力する構想が浮
上して い るo 日本企業の海外投資の環境影響評価をそう したN GOに委託し - 資金調達 や途
上国の債務削減を手助けす る こと で , 従来ま で対立 しが ちだ っ た N G O と手を携 えあ っ て
行 こうと い う. 昨年十月 に設置した 個 際環境協力タ スク フ ォ
ー スJ で , こ の 構想が 検討
されてい る o
地球サ ミ ッ ト で 採択する予定だ っ た r 地球意 割 に向け, 環境庁の r地球的規模
の 環境
問題に関する懇談会J は , r地球環境日本憲 削 の 原案を こ の 春 に 明か に した o そ こ で は,
ゎが国をはじめ先進国に大量消費する経済社会の 見直 しを求め , 発展途上国に は貧富の差
の解消や人口急増の 抑制な ど新た な対策 を求め , に 十世紀の 文明社 創 を根本か ら問
い
直すこ とを迫 っ て い る o 化石燃料を中心 とした従来の成長 パ タ
ー ン で は なく , 太陽 , バ イ
オ マ ス , 風力な どの ソ フ ト エ ネ ル ギ ー を使 い , 分散型の 国土開発を進め ると同時に , 東 ア
ジ ア諸国に は, 省 エ ネ ル ギ ー . 省 エ ネ機器の 導入に関する指導 , 化学プ ラ ン ト, 石炭火力
発電所な どで の 排煙脱硫技術の供与や技術者を受け入れ , 公害防止技術 の研修をする こ と
などが必要と され て い る o
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とりわけ世界の 約4分の 1 の 人口 を抱え る中国の 環境問題 は, 地球環境全体に大きな影
響を与え ると同時に , 酸性雨や有害物質が偏西風に 乗 っ て 東隣の 日本 に影響を及ぼ し出て
い る o 経団連が中国 へ の環境協力を第 一 義 に据え て 検討を進め て きた の も当然 で ある o 中
国をは じめ東 ア ジ ア諸国 へ の技術移転を ス ム ー ズ に 進め るた め の 組織の あり方や世界銀行
や ア ジ ア開発銀行 の融資をもと にした対策基金創設 の 可能性 な ど に つ い て も協議 され る見
込み とな っ て い るo
3
. 国際的に通用する経済経営倫理
こ れか ら の 経済社会 は, 地球時代に 即した企業の 社会的責任と国際的視野を持 たさ れて
い くだ ろうo 企業の 社会的評価ま基準 はそ の 数年を持た ず, ひ と昔前と は大きく様変わり
して い る o 経済的大国に な っ た 日本が , そ の経済力 をどの ように地球社会に還元 で きる の
か も当然問われて い る o こ れ か らはi 製造過程で公害をまきちらすような , ある い はそ の
廃棄 された後に環境 へ の ダメ ー ジを残すような製品 は受入れ られない . メ セ ナ く文化 . 芸
術l へ の経済的支援を行 っ て い て も, 環境資源を破壊 しなが ら開発行為を行 う企業 は , 社
会倫理か ら排除される よう に な る o
民間 の シ ン ク タ ン ク 環境総合研究所が昨年まと めた F企業の 環境熟度A 調査結果に よる
と , 回答企業の 9割近い 企業が89年か ら91年の 3年間に環境関連 の 組織 を設置 し て い る o
それは , 従来か らの 製造業の み ならず, あらゆ る業種の企業に及ん で い るo そ し て , 環境
担当の 重役配置に つ L- て は , 回答企業の 7割が設置 して い るが , こ れ らの 重役に 与え られ
る権限や業務内苓 に つ Llて は まだ試行段階を出て い な い .
企業の環境配慮度を測 る重要 な尺度として環境関連の 活動指針 くカイ ド ライ ンl に お い
て まだ未成熟で , 環境配慮の 要務 は認識され て い も, 具体的な対応とな ると こ れか らの 課
題で ある o また , ますますボ ー ダ レ ス の 国際的な規模 で事業活動 し , ODAに よ るプ ロ ジ ェ
ク ト に参加する企業も多くなり, 国内以上の環境配慮を求め られたり, 逆 に 海外で は , そ
の国 に規制基準が ない ことを良 しとして採算優先させ て しまう こ ともあろう o 国際的な 視
野に た っ た経済経営倫理 の確立が求められる o そうした企業 の環境熟度が試さ れるひ と つ
と し て , 内外 の環境保護団体 - の東献があるo 報告書に よ れば, 回答企業の 半数以上 は何
等か の か たち で , 寄与 . 参加 したと答えて い るが , 寄付や行事 へ の 金銭的援助 に留ま っ て
い る o 環境 ボ ラ ン テ ィ ア をは じめ , 積極的な環境貢献活動が求め られる o
そうした企業の 自己 パ フ ォ ー マ ン ス が求め られる中で , 最近そ うした取り組み へ の コ ス
トを企業 へ の 社会的評価の ア ッ プ効果と い う面で の 成果と し て刈り取 っ て行 ける と言う確
信も生まれ て き て い る. 環境広告が そう で , こ う した投資の 成果を , 消費者の 意思決定 や
消費行動 に求めようとす るの で ある o 日本 の経済社会が地球価値の 中で 生きて い き, 世 界
の新 たな秩序づくりに 貢献す る覚悟が必要と な っ て き て い る o
そ う した価値転換をも っ とも必要 とされ , 対応 し て い か ねばな らな い の が投 資金融を 司
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る マ ネ ー 運用 の部分で あるかも知れ な い o 欧米を中心と した世界
の約40の主要民間銀行 が
国連環境計画 くU NEPう の呼び掛けに応じ
て , 銀行融資 へ の環境保護基準 の 導入な どを盛
り込んだ環境宣言 をこ の 4月に も採択する o 宣言はく順 行
の 融資審査項目 に企業の環境保
護規制の 順守状況 を加え る, く絹 務 順 境
ス ワ ッ プ など環境保全の た め の金融新商品開発
を促進する, く3儲 行業務が環境保護 の目標 に沿
っ て い るか どうか定期的に 検査すね - - 吃
どを柱に し, 6月 の 地球サ ミ ッ ト を前 に, 民間銀行の行動指針
と して 打ち出したい考え で ,
uNEPは主要邦銀 にも参加を要請 して い る o
同宣言採択にわが国の金融機関は , 融資を含む業務運営
で の 倫理性と環境保護 へ の 配置
を迫られ る o 現在 , ドイ ツ銀行 , 英ナ シ ョ ナ
ル ー ウ ェ ス ト ミ ン ス タ
ー 銀行, バ ン ク . オ ブ .
ア メ リ カ, 豪ウ エ ス ト パ ッ ク銀行など米欧ア ジ ア の 主要七行が宣言案作
りを進 めて い る o
そ の宣言 に は , 環境保護 と経済発展の 両立
へ の民間金融機関の 対応と役割が打ち出さ れ,
融資企業が汚染物質排出な ど の 環境諸規則を守 っ て
い るか どうか を, 銀行が 日常業務の 申
で チ ェ ッ クする こ とを義務づ 机 融資審査に は企業の 信用 リス ク以外
に環境保護 へ の取 り
組みも加え , さ ら に融資基準 に企業の 汚染物質排出量
な どを反映させ るか どうか に つ い て
も草案作りの 段階で詰め られ るo
宣言 で打ち出す銀行の 義務 に つ い て は法的な拘束力や罰則規定
はない が , 署名銀行 が定
期的に宣言内容 の履行状況をチ ェ ッ クする ことを盛り込む
ことにな る o こ れまで の 金融機
関は, 融資など の際 に環境保護を 掛 こ審査基準には して
い な い し, 国際的にみ て も環境問
題 へ の取り組み は遅れて い る o 折 しも昨年来の
バ ブ ル経済崩壊を契機とする金融界の 不祥
事表面化で, こ れまで の 収益第
一 主義 の経営姿勢の 見直 しが迫られ, 内部管理体制を再構
築して い るさ中だが, さ らに企業市民として の環境問題
へ の 目配りも早急な対応が必要 に
な っ てきた .
環境保護の負担を コ ス トに入れる こと はt 資本主義経営史上で は, 従業者
の社会保険 を
費用負担した100年来の 大改革 で ある o 雇用 した労働者の 健康 と生命
の 保険が資本の 賓任
であると同様 に r地球の健 削 の保護 は経済社会が存立す る絶対的
な条件で あるとす る認
識がいま , 博 続可能な発展J とい う コ ン セ プ ト に込め られ
て い る の である o
従 っ て これか らは, 環境資源の利用 コ ス トを組み込ん だ価格設定
に 基づ い て , そ う し た
環境資源の 生産性 にも注視した評価手法が開発さ れ て いく必要があり
ます o こ の 面 で は t
ア メ リ カ電力産業に おける検討な どもあり t そ うした環境 コ ス ト は業界
の 人件費と使用燃
料の コ ス ト の 合計額 に も及ん で い た ことが報告されて い ます o 市場
の 枠組み に おけ る政府
のさ まざまな規制 は, 欧米 で はか なり進ん で い る o 例え ばア メ リカ
の トス - パ ー フ ァ ン ド
削 く1980年制定l で の過失の 有無を問わ な い 土壌汚染
へ の 厳格賓任制 o ドイ ツ らお い て
は昨年の 1月か ら施行さ れ て い る 頂 境責任 削 o こ の 法律 は , 大半
の 業種を対象 に , 水
質 . 大気 . 土壌汚染に よる環境賠償 へ の 連帯責任をも求め る内容
に な っ て い て , さ ら に 6
月公布され た昨年暮か ら今年 の初頭 にか けて 施行された r包装廃棄物抑制
に 関す る政 利
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で リ サ イ ク ル措置 を強 めて , ドイ ツ進 出の わが国の 企業 の 会計計算にも図り知れ な い影響
を与え るように な っ て きた o 本年 の 統合を目前に控 え る EC諸国共通 の 流 れ で あり , 設置
される欧州環境庁の定 め る r消費財の エ コ ラ ベ ルJ 基準の 検討も進ん で い る . それ に よる
と, 製品 の製造過程に おける資源費消 . 有害廃棄物規制か ら製品寿命とリ サ イク ル 容易度
にい たる評価をク リ ア しなければな らなくな っ て い る o こ れ は必然, 現行 の わが国 の エ コ
ラ ベ ル シ ス テ ム の社会的評価を高め , エ コ マ ー ク の収得が そ の 企業イ メ ー ジ, 従 っ て 売り
上げを左右す る位置を占めて , 市場の 枠組自体が変わ っ て くる の は避けられ な い だ ろう o
企業経済に と っ て , 環境という フ ァ ク タ ー は, 環境法上の リク ス . 企業イ メ ー ジ の リ ス
ク に加え て , 国際社会的リス ク く補償金責任 . 排出基準強化 . 特定技術基準導入の ともな
うl として避けて はならな い課題 である o そうした環境 マ ネ ー ジ メ ン ト は , 地球環境時代
の 経済社会の 柱とな っ てきて い るo そうした国際社会の動向を受けて , 日本政府も企業の
環境問題に対する評価を示す新しい 基準の作成に入 っ て い るo 企業がどの程度環境保全に
貢献 して きた かな どの 指標 と判断基準が ない の が現状 で あるか らだ o
環境庁は1部 2部上場企業的3000社に対 して調査を行い , 川環境対策の た め の 実行 して
い る こ との 内容 , t2I売り上 げに与え た影響, t31社内の 意識改革の 進行状況, など の 報告を
求め て い るo また, エ コ マ ー ク に つ い ても見直しを行 い , 製品自体の イ ン パ ク ト性だけで
はなく , 製造段階 . 終末処理段階で の イ ン パ ク ト性 なども含め て評価する基準を作成する
予定 で あるo
現在, 世界は価値観が多様化し, 従来 の r国境J を超え た地域自立と社会再統合の 世界
に入 っ て い る o 経済大国と して の 日本の経済社会はいま曲がり角 に来 て い るo こ れま で の
経済発展を引 っ 張 っ た価値観をどう軌道修正す るか o そう した創り替え の た めに社会 シ ス
テ ム の 変更が必要 とな っ て き て い る o 競争的差別商品の 開発とか資金の 複利的増殖の ため
の経済か ら, 新しい地球価値を実現する新しいイ ン フ ラ の 創造の 必要性が 出て き て い る o
これか らの 経済は, 競争的 シ ス テ ム に つ い て効率を高め るとい うよりも, そうした新し い
価値の文明 へ の ア ク セ ス くイ ン フ ラl 構築 へ 向けて , 調整さ れた シ ス テ ム をも考 え なけれ
ばな らな い o 国際化 と は , ネ ッ ト ワ ー ク 化された マ ー ケ ッ ト の こ と で あり, 地域社 会, 企
業活動, 経済そ の も の が ネ ッ ト ワ ー ク化されて い て , グ ロ ー バ ル な関係網の 中に個 性的 に
存立して いく こ とを要諦 される o
地域も企業も国家も, それぞれの 境界線をク ロ ス させ なが ら変化 して い っ て い る o 経済
とテク ノ ロ ジ ー の 融合 した環境との 関わりを要請さ れる地球価値の 文明時代に 突入した の
である o
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校訂 にあた っ て の 注意l こ の稿の 校訂 の 際 に は, 地球 サ ミ ッ ト はすで に 終了して い た o 従 っ て , こ の 稿の
あ る部分は古く な っ て い るが . そ の 基本的 な方向は大きく変わ っ て い ない o
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